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Crown English Communication II, p. 67. 

Lesson 5 

Saving Cherokee 

Languages are endangered when speakers die or move into 

modern society.  Cherokee is one of those languages. 

－1 

In 1830, nearly 125,000 

(1)Native Americans lived in the 

southeastern United States.  But 

in 1838, they were forced to move 

west.  Over 15,000 Cherokees 

walked to Oklahoma in the (2)dead 

of winter.  About 5,000 seem to have died. Their 

(3)descendants are now the Cherokee Nation. 

Some Cherokees, under a leader named Tsali, 

refused to leave.  There was a fight and some 

soldiers were killed. The army told Tsali that if he 

surrendered and paid the price for the death of the 

soldiers, the others could stay in their homes. 

Tsali surrendered and was shot so that his 

followers could stay.  Their descendants today are 

the Eastern Band of Cherokee Indians.  Tsali is 

remembered as a hero.  The Eastern Band has 

(4)struggled to keep their culture alive.  But by the 

end of the 20th century, children were no longer 

learning the language.  Cherokee was endangered. 
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Lesson 5— Section 1 

 (1) native , p. 1271. 

 

・ 見出し語に続く原義は「生まれながらの」

という記述や，形容詞の語義 1，2に赤字
で示された訳語から，カタカナ語の「ネイ

ティブ」が持つ意味合いとの違いを意識さ

せる。 

・ 通例複合語は，見出し語の最後にスワング

ダッシュ(～)によって省略された形で示さ

れているので確かめさせる。教科書本文で

は Native American と大文字で始まって

いることをチェックさせる。見出し語(ここ

では native)は小文字始まりだが，この複

合語では大文字始まりになるため，スワン

グダッシュではなく N- American とハイ

フン( - )を使った表記になっていることを

チェックさせて，意味を確認させる。 

 

 

 (2) dead , p. 482. 

 
・ dead には品詞が 3 項目あり，どこを引け

ばいいのかを理解させたい。教科書本文で

は the dead of …と dead が定冠詞 the に

続いていること，後ろに名詞ではなく前置

詞が来ていることを確かめさせる。用法指

示に通例 the ～と記された名詞に導き

く。 
・ 語義を確認させ，辞書の第 1用例が教科書

本文と同じなので参照させる。太字で示さ

れた用例はよく用いられるコロケーショ

ンであることにも注意させる。 

・ the/one’s ～; 名詞的に; 集合的にとい

う用法指示が形容詞の語義 1b にあり，形
が教科書本文の用法とも合っていること

をチェックさせる。語義や辞書の用例から

the deadが「死者」という意味を持つこと

を確かめさせた上で，教科書のこの部分で

は名詞の「真っただ中」の方が「死者」よ

りもふさわしいことを理解させる。 

 

 


 (3) descendant 1, p. 508. 

 

・ 通例～sという用法指示が教科書本文と

合っていることから語義 1に導き，意味を

確認させる。 

・ 冊子辞書なら派生語を網羅的に確認でき

るという利点がある。見出し語のすぐ上に

ある動詞 descend のほか，形容詞の de-

scendent, descending，名詞の descentが

並んでいるので適宜参照させ，意味と品詞

のつながりを理解させるとよい。 

 

 



(4) struggle 1, p. 1875. 

 

・ 教科書本文では struggled to keep と to不

定詞が続いていることを確かめさせる。よ

く一緒に使われる前置詞など(連語)を示し

た二重山形かっこの部分で，「…しよ

うと」という場合，to不定詞が後続するこ

とが示された語義 1に導く。 

・ 語義や辞書の第 1 用例をチェックさせて，

教科書のこの部分が「自分たちの文化を生

かし続けようと奮闘してきた」と述べてい

ることを確かめさせる。 
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Crown English Communication II, p. 68. 

 
－2 

Cherokee is not the only endangered language. 

Over the past century, around 400 languages—  

about one every three months—are said to have 

been lost.  Fifty percent of the world’s 6,500 

languages will be gone by the end of this century.  

Almost all the minority languages in the U.S. and 

Canada are in (1)danger. 

Languages disappear for many reasons. The 

(2)dominant language of a country is often the result 
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Lesson 5— Section 2 

(1) danger in danger, p. 474.

 

・ 教科書欄外に in danger≒endangered と

記されているので，意味を想像させてから

成句を調べさせる。 

・ 成句義を参照させて，教科書のこの部分が

「アメリカ，カナダの少数言語のほぼすべ

てが危機に陥っている」という意味になる

ことを確認させる。教科書本文と同じ，be

動詞に続いて in dangerが使われている辞

書の第 1 用例に導き，danger の前に危険

の程度を示す形容詞を用いる場合がある

ことをチェックさせる。 

・ すぐ上に「…の危険がある」を意味する be 

in danger of A という成句があるのでチェ

ックさせる。辞書の用例を参考にしながら，

教科書同ページ 4 行目にある「失われる」

という表現(be lost)を使って，この部分が 

“Almost all the minority languages in the 

U.S. and Canada are in danger of being 

lost.”と言い換えられることに気付かせる

のもよい。こうした発信活動にも辞書を活

用させたい。 

 

 

(2) dominant 1, p. 559.

 

・ 第 2 用例が教科書本文と同じ dominant 

language を使っている語義 1 を調べさせ
て，教科書のこの部分が「優勢[支配的]な言

語」という意味になることを確かめさせる。

・ 第 2用例とその訳をもう一度チェックさせ

る。教科書 67 ページの記述や地図から，

Cherokee (チェロキー)の人々が北米に住

んでいることを踏まえ，Cherokee (チェロ

キー語)が危機に瀕しているのは支配的言

語としての英語の存在があるからだとい

う事実を考えさせるのもよい。 
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Crown English Communication II, p. 69. 

 

of huge empires.  When one country (1)takes over 

another, the defeated country usually adopts the 

language of the invaders and makes it the (2)official 

language.  Most countries in Central and South 

America use Spanish for that reason. 

Speaking the official language is the 

(3)key to jobs, education and opportunity. 

Sometimes, immigrants decide not to teach 

their children their native language, 

because they think it may limit their 

chances for success. 

But does it really matter if a language 

spoken by only a few people is lost?  

Whatever you may think, isn’t language 

extinction simply a (4)fact of life? 

There are good reasons for not letting 

languages die.  Language is one thing that makes 

us different from all other living things.  

Furthermore, for people to keep a unique culture, 

they must have their own language.  Shouldn’t it  

be protected? 
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(1) take take A over [over A], p. 1922. 

 

・ 教科書本文では takes over anotherと代名

詞が続いていることから，自動詞用法の

take overではなく，他動詞用法の take A 

overの方を調べさせる。 

・ 教科書のこの部分が，大国による支配と言

語とのかかわりの話をしていることから，

「A〈政党・国など〉の支配権を握る」と記

している成句義(1)をチェックさせ，教科書

本文が「ある国が他国の支配権を握ると…」

と述べていることを確かめさせる。

・ 成句義(1)の前半の「引き継ぐ」という意味

も重要なので，辞書の用例と共にチェック

させるとよい。 

 

(2) official 1, p. 1334.

 

・ 見出し語の発音記号と，それに続くの発

音注記があるのでチェックさせる。カタカ

ナ語の「オフィシャル」からの類推で発音

しないよう注意させる。 

・ 教科書本文と同じ official languageが第 7

用例に用いられている語義1を参照させる。 
( )を使った意味の補足説明も確認させて，

official languageが「国により正式に認め

られた言語＝公用語」という意味になるこ

とを理解させる。 

・ 辞書のほかの用例を参照させて，「オフィ

シャルな」というカタカナ語だけではうま

く訳すことができないケースもあること

を確かめさせるとよい。 

 

(3) key 2, p. 1055.

 
・ 教科書本文では，keyに続いて前置詞 toが

使われていることを確かめさせる。一緒に

使われる前置詞など(連語)を示した二重山

形かっこの部分で，「…の鍵，手がかり」

という場合，前置詞は toを使うと記した語

義 2を参照させ，教科書のこの部分が「公

用語を話すことは仕事，教育，機会の鍵[手

がかり]である」と述べていることを確認さ

せる。 

・ (to の後は)という注記をチェック

させる。さらに辞書の第 2用例を参照させ

て，toに続くのは動名詞であり，不定詞は

用いないことが×を使って示されている

ので確認させる。 

 

(4) fact A is a fact of life, p. 679. 

 

・ 教科書本文は否定疑問文になっているが，

be動詞を用いた A is a fact of lifeの形にな

っていることを確かめさせて，成句の A is 

a fact of lifeに導く。時にこのような文レ

ベルの決まり文句も成句の部分に記され

ていることに注意させる。 

・ 山形かっこ〈  〉を使って，A(この成句の

場合は主語)には〈好ましくない状況〉を表

す語が来ると説明されているのでチェッ

クさせる。「好ましくない状況」が教科書の

この部分では「言語の絶滅」であることを

確かめさせる。
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Crown English Communication II, p. 70. 

 
－3 

Whenever a language is lost, we lose a special 

way of seeing the world; we lose a unique (1)culture.  

Cherokee shows how languages carry culture.  It 

preserves ancient wisdom about plants, animals, 

and people. Cherokee (2)not only identifies plants but 

also tells whether they are safe to eat and whether 

they can be used as medicine. 

Cherokee has a unique way of explaining how 

people act.  In English only about 25% of words are 

verbs, but 75% of Cherokee words are verbs.  They 

tell not only what happens but also who is acting 

and/or what is acted upon.  For example, take the 

words “(3)lawyer” and “police officer.”  The Cherokee 

say a lawyer is “(a person) arguing on purpose 

with a purpose.”  And a police officer is “(a person) 

catching them finally and for good.” 

Writing is one way to preserve culture.  

Without it, once the last speaker dies, the language  

is lost forever.  Therefore, it is (4)fortunate that a 

writing system was introduced by Sequoyah, a 

Cherokee scholar, in 1821. 
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Lesson 5— Section 3 

(1) culture 1, p. 462. 

 

・ 教科書本文では不定冠詞を伴い，a unique 

culture と可算名詞として使われているこ

とを確かめさせる。 

・ 語義1にはのロゴが付いていることに注

意させる。教科書 3 行目の carry culture 

(文化を担う)，17行目の preserve culture 

(文化を保持する)という表現では culture

が不可算名詞として使われていることを

確かめさせ，一般的に「文化」という場合

は不可算名詞として扱うことを確認させ

る。 

・ 語義 1 の注記((1)特定の時代・国におけ

る文化やその文化を共有する集団・社会を

さす場合には…)と可算用法になること

を確認させる。教科書の直前の部分が「ひ

とつの言語が失われるとき，我々は世界を

見る特別な方法を失う」という意味になる

ことを確かめさせる。つまり，「ひとつの

言語を持つ，ひとつの独自の文化」をさし

ているので，教科書のこの部分では unique

という修飾語を伴って，culture を可算名

詞として扱っていることを理解させる。 

 

(2) notnot only A but (also) B, p. 1308.

 
・ 成句は句の中でもっとも特徴的な語の項

目末尾に立項されているという原則を確

認させる。この句の場合，not, only, butは

いずれも意味範囲が広いので，まずは最初

の語である not から探させると，not の副

詞の成句として挙げてあるのでチェック

させる。onlyで探した場合，→を使って not

を参照するよう指示があるので，それを確

かめさせるのもよい(p. 1347)。 

 

・ 成句義をチェックさせて，教科書のこの部

分が「チェロキー語は植物の名が何である

かを特定するだけでなく，それらが食用と

して安全か，薬として使えるかを教えてく

れる」と述べていることを確認させる。 

・ (通例 A と B は文法的に対等関係にある

要素が用いられる)という注記に注意させ

る。教科書本文では identifiesと tellsとい

う 2つの動詞が文法的に対等関係にあるこ

とを確かめさせる。教科書同ページ 11 行

目で使われている not only A but also B で

は wh 節が使われていることもチェックさ

せる。 

・ 余裕があれば，すぐ下のに説明されて

いる用法も確認させたい。長いコラムなの

ですべてでなくても，(1)で説明されている

人称と数の一致については確認させたい。 
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(3) lawyer 1, p. 1088. 

 
・ 見出し語に続く発音記号で正しい発音を

チェックさせる。 

・ 「法律家，弁護士」という意味を確かめさ

せる。教科書のこの部分では，動詞が多い

チェロキー語では，lawyerのことを動詞を

使って『目的を持ち意図的に主張をする

(人)』と表現する，と述べていることを理解

させる。 

 

(4) fortunate 1, p. 757. 

 

・ 教科書本文が it is fortunate that … と it

を仮主語にした文になっていることを確

かめさせ，it is ～ (for A) (that)節とい

う用法指示のある語義 1に導く。 

・ (  )は省略可能な要素を表していることを

チェックさせて，教科書本文は for Aがな

い形であることを理解させる。「幸いなこ

とに…である」という訳語を確かめさせ，

教科書のこの部分では「チェロキーの学者

セコイアにより 1821 年に表記体系が導入

されたのは幸運であった」と述べているこ

とを確認させる。 

・ (luckyよりかたい語で，通例より重要な

ことについていう)という注記をチェック

させる。 
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Crown English Communication II, p. 71. 

 

However, it is not enough to preserve the 

language only in written (1)documents.  In order to 

keep the language alive, people must use the spoken 

language as a regular means of communication. 
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 (1) document  1, p. 556.

 

・ 教科書本文では document が written (書

かれた)という語で修飾されていることか

ら語義 1に導く。 

・ よく使われる名詞として，形容詞や動詞と

のコロケーションを確認させることも重

要である。辞書の第 1，2 用例は形容詞，

第 3用例は動詞とのコロケーションの例と

してチェックさせる。特に第 3用例は言い

換え可能な要素を示す角かっこ[  ]を使い，

「sign (署名する)，fill in (記入する)」とい

う documentという名詞を使って発信する

際に重要な動詞(句)が示されているので注

意させる。 

 

 



 



編集用資料                      辞書引きタスクを活用した指導アイディア（Crown Communication II Lesson 5） 

- 12 -    v.3.00, as of 16 May 2018 

Crown English Communication II, p. 72. 
 

－4 

Linguists do their part to preserve dying 

languages by making dictionaries and by recording 

histories and stories. The Eastern Band of Cherokee 

Indians themselves are doing their part to make 

their language live again.  They are using it for 

daily (1)communication and even for discussion of 

science and math. They have an ambitious program 

to save Cherokee. 

An (2)immersion program has been started in 

the schools.  High school classes are now taught in 

Cherokee.  To (3)graduate, students are required to 

speak the language. Cherokee is also offered at the 
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 Lesson 5— Section 4 

 (1) communication  1, p. 385.

 

・ 教科書本文が daily (日々の)という形容詞

で修飾されており，不定冠詞の付かない不

可算用法であることを確認させ，語義 1に
導く。 

・ 語義として示されている訳語や(  )で示さ

れた意味の補足説明をチェックさせて，生

徒それぞれがカタカナ語の「コミュニケー

ション」から連想する意味との共通点・相

違点を確認させる。教科書のこの部分では

「日々のコミュニケーション[やり取り]の

ためにそれ(＝チェロキー語)を使っている」

と述べていることを確かめさせる。

・ 辞書の第 4用例は言語によるコミュニケー

ションについて述べている文になってい

るので参照させる。



 

(2) immersion 4, p. 973.

 

・ 教科書本文が has been started in school 

(学校で始められた)と述べていることから，

で囲まれた専門分野表示が「教育」と

なっている語義 4を参照させる。 

・ 訳語に続いてに囲って記された百科的

解説を確認させる。教科書本文の次の文も

チェックさせて，この部分が「学校ではイ

マージョン・プログラム(ここではチェロキ

ー語で授業が行われることでチェロキー

語を学ぶプログラム)が始められた」と述べ

ていることを理解させる。 

 

(3) graduate,  1, p. 841.

 
・ 後ろに目的語が来ていないこと，学校の話

をしていることから自動詞の語義1に導く。 
・ よく一緒に使われる前置詞など(連語)を示

した二重山形かっこに注意させ，「…

を卒業する」と表現する場合は from を使

うことをチェックさせる。発信活動に使え

るフレーズとして，辞書の第 1用例を確認

させるとよい。 
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Crown English Communication II, p. 73. 

 

local university.  It is advancing into the (1)IT age 

more quickly than anyone expected; you can now  

use Cherokee on computer programs.  There is an 

application which lets you text in Cherokee letters. 

Preserving their language is a matter of (2)life 

and death for the Cherokee.  As Chief Chad Smith 

recently said: 

“Don’t forget our legacy . . . . Pass it on, stronger 

and stronger to your children.  Let the Cherokee 

language laugh, speak and sing again.  Let our 

history be known and discussed. (3)Live by our 

wisdom.  Don’t let us die as a people.”  
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(1) IT, p. 1028. 

 

・ 『ウィズダム英和辞典』では同綴りの単語

がある場合，大文字始まりの方が先に出て

いるので，代名詞の it の前に IT があるこ

とを確かめさせる。 

・ 見出し語に続いて略語が何を表している

か示されているが，教科書欄外に IT=In- 

formation Technology と示されているの

で information の分離複合語(p. 999)をチ

ェックさせる。 

 

・ 分離複合語は見出し語(ここでは informa- 

tion)の項目の最後に記載されており，見出

し語は～ (スワングダッシュ)で簡略表示

されているのを確かめさせ，～ technolo- 

gyに導く。

・ 通例単数形でという用法指示や，略と

いうラベルとともに略号として IT と示さ

れていることにも注意させる。 

 

 

(2) life 1, p. 1110.

 

・ 辞書の第１用例に教科書本文と同じ表現

が使われている語義 1を参照させる。用例
訳を参考に，教科書のこの部分では「自分

たちの言語を守ることはチェロキーの人

たちには生死を分かつ[死活]問題だ」と述

べていることを確かめさせる。よく使われ

る句として意識させたい。 

・ 語義番号に続いてのロゴがあるので不

可算名詞であることに注意させる。(  )で

囲まれた語義の補足も確認し，「(抽象的な

概念としての)命」という意味だと説明され

ていることを確認させる。 
・ 語義 2 を参照させ，語義 1 とは対照的に

「(個人の)命，人命」という具体的な命は可

算名詞としてのロゴが記されているこ

とを確認させる。 

 

 

(3) live1 live by A, p. 1129.

 
・ 教科書本文が動詞で始まる命令文である

ことを確かめさせ，品詞が動詞である live1

の成句を探させる。 

・ 成句の A にあたる部分が教科書本文では

our wisdom (私たちの英知)であることか

ら，成句義(2)の方が成句義(1)より教科書

のこの部分に合っていることを確かめさ

せ，「私たちの英知に従って暮らしなさい

[生きなさい]」と述べていることを理解さ

せる。 

 


